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宗
密

(七
八
〇
ー
八
四

一
)
は
、
周
知

の
よ
う
に
、
會
昌
の
破
佛
に
先
立

つ
時
期
に
活
躍
し
た
佛
信
で
あ
る
が
、
多
歎

の
著
述
が
今
日
ま

で
傳
わ

っ
て
い
る
と
い
う
貼

で
、
唐
代
佛
教
思
想
史
研
究
に
お

い
て
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
佛
教
思
想
家
で
あ
る
。

彼
は
、
若
い
頃
か
ら
儒
學

の
學
習
に
鋤
む
と
と
も
に
、
佛
教
に
も
強
く
引
か
れ
、
二
五
歳
の
時
に
沙
彌
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
『圓
畳

経
』
と
の
印
象
的
な
邊
遁
を
遽
げ
、
所
謂
南
宗
系
統
の

「暉
宗
」
の
師
の
も
と
で
正
式
に
受
戒
し
た
後
、

一
定

の
見
地
を
獲
得
し
、
つ
い

(
1

)

で
澄
観
の

『華
嚴
経
』
關
連

の
著
作
を
讃
み
、
感
激
し
て
そ
の
門
下
に
連
な

っ
た
と
い
う
、
複
雑
な
思
想
遍
歴
を
経
た
人
物
で
あ
る
。

澄
観
の
纒
承
者
と
し
て
自
ら
頼
む
と
こ
ろ
す
こ
ぶ
る
あ
つ
か

っ
た

(如
暉
宗
租
代
相
傳
、
一
人
纏
嫡
　
。
『圓
覧
経
大
疏
砂
』
巻

一
之
下

・
新

纂
大
日
本
績
藏
経
第
九
巻
四
八
〇
a
参
照
。
以
下
、
大
正
藏
よ
り
の
引
用
以
外
は
す
べ
て
本
叢
書
に
よ
る
)
宗
密
は
、
は
じ
め
て

「華
嚴
宗
」
を

一

(
2
)

つ
の
流
れ
と
し
て
語

っ
た
と
さ
れ
る
。
自
ら
も

『華
嚴
経
』
の
傳
授
に
預
か
る
人
間
と
し
て
の
自
負
も
大
攣
な
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。
そ

(
3
)

こ
で
、
宋
代
以
降

の
學
信
た
ち
か
ら
、
華
嚴
宗
の
五
祀
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
與
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
の
鳳
潭
ら
が
、
宗
密
の
教
學
を
、
澄
観
と
合
わ
せ
て
、
智
慷

・
法
藏
ら
の
路
線
か
ら
の
逸
脱
と
と
ら
え
た
こ
と
に
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(
4
)

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
の
思
想
に
お
け
る
華
嚴
敏
學

の
把
握

の
様
態
、
或

い
は
位
置
づ
け
の
様
態
に
は
、
唐
代

の
華
嚴
教
學
の
展
開
の
上

(
5
)

で
考
え
た
場
合
、
確
か
に
あ
る
種
の
攣
質
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
唐
代
華
嚴
敏
學
に
お
い
て
、
揺
ら
ぎ
を
含
み
つ
つ
、
智
慷

・
法
藏

・
澄
観
と
受
け
纒
が
れ
て
き
た
モ
チ
ー

フ
、
師
ち
、
右
に
玄
奨
唯
識
を

(始
敏
)
、
左
に

「無
相
」
「不
可
説
」
の
敏
學
を

(頓
敏
)
、
そ
し
て
中
央
に
如
來
藏
思
想
を

(終
敏
)

位
置
づ
け
つ
つ
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
包
掻
す
る
と
と
も
に
決
定
的
に
凌
駕
す
る
も

の
と
し
て
、
至
高
の
敏
説
で
あ
る
圓
敏
の
無
磯

.
無
壼

を
位
置
付
け
て
ゆ
く
と
い
う
構
圖
に
攣
化
が
生
じ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
郎
ち
、
華
嚴
教
學
の
無
擬

・
無
蓋
が
、
如
來
藏
思
想
、

或
い
は
灘
宗
の
立
場
に
封
し
て
そ
の
決
定
的
優
位
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
、
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

(
6
)

筆
者
の
見
方
で
は
、
上
記
の
構
圖
に
よ
る
華
嚴
敏
學
の
モ
チ
ー
フ
は
、
智
撮
晩
年
に
成
立
し
、
法
藏
に
受
け
縄
が
れ
、
更
に
慧
苑

・
李

通
玄

に
よ
る
あ
る
種
の
偏
向
的
展
開
を
遽
げ
た
の
ち
、
再
度
澄
観
に
よ

っ
て
位
置
付
け
な
お
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
宗
密
は
、

そ
れ
を
ま
た
攣
改
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宗
密
と
し
て
は
、
當
然
そ
の
試
み
に
よ

っ
て
、
從
來
よ
り
も
よ
り
有
敷
に
人
々

を
正

し
い
佛
道
に
導
け
る
と
考
え
た
に
違

い
な

い
。
從

っ
て
そ
れ
は
、
宗
密
の
圭
観
に
添

っ
て
考
え
た
場
合
、
む
し

ろ
積
極
的
な

"改

良
"
と
と
ら
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
と
し
て
は
、
こ
こ
に
、
華
嚴
敏
學
の
ひ
と
つ
の
危
機
を
見
て
と
り
た

い
の
で
あ
る
。

以
下
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
具
膿
的
に
考
察
を
行

い
た
い
。

1

宗
密
に
お
け
る

『華
嚴
経
』
と

『圓
寛
経
』

の

圓
敏

・

『華
嚴
経
』
と

一
心

周

知

の
よ

う

に
、

『
圓

寛

経

疏

』

及

び

『紗

』

(大

疏

・
大
疏
紗

・
略
疏

・
略
疏
紗
)

に

お

い

て
、

法

藏

か

ら

澄

観

へ
と
縫

承

さ

れ

た

五

教

剣

を

奉

ず

る
宗

密

は

、

そ

こ

で

『華

嚴

経

』

を

圓

教

と

と

ら
え

(
主
件
具
足
、
故
名

圓
教
、
即
華
嚴
経
。

『圓
菟

経
大
疏
』
巻
上
之

一

・
三
一一二
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a
)、

一
方

『圓
畳
経
』
は
終
頓
二
教
相
當
で
、
圓
敏
と
始
敏

・
小
乗
を
部
分
的
に
含
む
、
と
い
っ
て
い
た
。
そ
の
鮎

で
は
、
『華
嚴
経
』

と

『圓
畳
経
』
に
は
上
下
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
頓
漸
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
『華
嚴
経
』
は
化
儀
の
頓
、
『圓
寛
経
』
は
逐

…機
の
頓
と
さ
れ
、
頓
教
の
中
で
性
格
の
違

い
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。

で
は
、
從
來
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
=

心
」
「知
」
と
い
う
、
如
來
藏
思
想
的
な

=

」
な
る
根
源
に
自
ら
の
敏
學
の
基
盤
を
置

(
7
)

こ
う
と
い
う
宗
密
に
と

っ
て
、
『華
嚴
経
』
は

『圓
寛
経
』
と
の
關
係
で
、
ど
う
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
更
に

掘
り
下
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
彼
が

『華
嚴
経
』
と
、
『圓
畳
経
』

の
質
的
な
違
い
を
、
五
教
配
當
に
お
い
て
如
何
に
と
ら
え
て
い
た
か
を
確
認
し
た
い
。
彼

は
、
す
ぐ
上
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『圓
覧
経
」
と
圓
教
、
或

い
は

『華
嚴
経
』
と
の
質
的
な
異
同
を
、
次
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の

で
あ
る
。こ

の
経
典
が
部
分
的
に
か
の
圓
教
を
含
ん
で
い
る
と
は
、
諸
佛
の
身
相
や
國
土
の
自
在
無
磯
、
塵
沙
の
大
用
、
そ
し
て
す
べ
て
の

諸
法
が
法
爾
に
互
い
に
相
師
相
入
し
て
重
重
に
融
撮
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
は
こ
の
経
に
は
十
分
明
示
的
に
説
い
て
い
な
い
か
ら
、

そ
こ
で
完
全
に
圓
教
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
部
分
的
に
と
い
っ
た
の
は
、
直
ち
に

一
眞
法
界
の
鵬
や
、

観
の
中
の

一
多
無
磯
な
ど
を
明
か
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ら
、
こ
の
経
も

『華
嚴
経
』
に
同
じ
で
あ
る
。

到
此
経
分
撮
彼
圓
教
者
、
縁
此
経
不
明
顯
備
説
諸
佛
身
相
國
土
自
在
無
磯
、
蓋
沙
大
用
及

一
切
諸
法
法
爾
互
相
即
互
相
入
、
重
重

融
撮
等
義
、
故
不
得
全
名
圓
教
。
所
言
分
者
、
但
約
直
顯

一
眞
法
界
之
髄
、
及
観
行
門
中

一
多
無
擬
等
義
、
印

同
華
嚴
也
。
(『圓
寛

経
略
疏
紗
』
巻
四

・
八
五
六
b
)

こ
こ
で
宗
密
は
、
圓
教
の
重
要
な

一
部
分
は
、
相
即
相
入
の
無
磯
無
壼
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
『圓
畳
経
』
に
は
そ
れ
は
無

い
、
と

い

う
。
言
外
に
は
、
『華
嚴
経
』

に
は
そ
れ
が
説
か
れ
て
い
る
、
と
す
る
含
み
が
あ
る
。
そ
し
て
、
圓
教
の
も
う

一
つ
の
重
要
な

一
部
分
で

あ
る

一
眞
法
界
の
膿
と
観
行
と
し
て
の

一
多
無
擬
な
ど
は
共
通
の
も
の
と
し
て
爾
者
に
説
か
れ
て
い
る
と
す
る
。
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こ

こ

で
、

彼

は

、

圓

教

の
内
容

に

は

、
相

師

相

入

の
無

磯

無

壼

と

、

一
眞
法

界

と

い
う

コ

」

な

る
も

の
を

立

て

る

二
側

面

が

あ

る

と

し

て

い
る

の
を

み

る

こ

と

が

で
き

る
。

そ

し

て

、

『圓

寛

経

』

に

は

、

圓

敏

の
う

ち

の

コ

」

な

る

も

の

(同
時

に
観
法

と
し

て
の

一
多

無

磯
)

に

つ

い
て

の
記

述

が

存

在

す

る

、

と

い
う

の
で
あ

る
。

こ

れ

に

關

連

し

て
注

目

さ

れ

る

の

は
、

次

の
獲

言

で

あ

る

。

こ

こ

で

は

、

『起

信

論

』

の

一
心

と

、

『圓

寛

経

』

の
圓

寛

妙

心

と

、

『華

嚴

経

』

の

一
心

、

或

い
は

三
県
法

界

が

同

一
の
概
念

を

説

く
も

の
だ

、

と

い
う

の

で
あ

る

。

最

初

は
唯

一
心

が

本

源

で
あ

る

。

こ

の
心

は

、
世

間
出

世

間

の
法

等

を

牧

め

る
。

つ
ま

り

こ

の
経

の
圓
豊

妙

心

で
あ

る
。

経

文

に

圓
寛

を
掲

げ

て
宗

本

だ

と

し

て

い
る

か

ら

、

染

浮

の
法

は
皆

寛

心

か
ら

現

れ
た

も

の
だ

と

い

っ
て

い
る

か

ら

。
華

嚴

で

は

一
眞

法

界

で
あ

る
。

一
切

の
諸

法

の

た

め

に

腱
性

と

な

っ
て

い
る

か

ら
。

(
自
注

"
と

こ
ろ
で
華
嚴
経

に
は
四
種
法
界
が
あ

る
が
、
か

の
経

の
疏

に
は
、

統

べ
れ
ば
唯

一
眞
法
界

で
あ

り
、
萬
有

を
総
該
す

る
も

の
、

そ
れ
こ
そ

一
心

だ
、
膿
は
有
無
を
絶
し

て

い
る
、
な
ど
と
述

べ
て
い
る
。

『起
信
論
』

で
は
妄

の
根
源
を
窮

め
よ
う

と
し
た

の
で
、
凡
に
硯
鮎

を
お

い
て
心

を
掲
げ

て

い
る
。

こ
の
経

は
浮
法

の
根
源
を
明

か
そ
う
と
す

る
の
で
、
佛

に
覗

貼
を
置

い
て
豊
を
掲
げ

て
い
る
。
華
嚴

は
性

に
ぴ

っ
た
り

一
致

し
、
衆
生

の
機
縁

と

の
封
磨

な
ど
顧
慮

し
て

い
な

い
の
で
、
直
ち

に

一
眞
法
界
を
明

か
し

て
い
る

の
で
あ
る
。
染
浮

の

一
切

の
法

を
起

こ
す
こ
と
が
で
き

る
と

い
う
貼

に

つ
い
て
は
、

三
書

の
趣
旨

は
皆

同
じ
で
あ
り
、
三
法

の
燈
は

一

つ
で
あ
る
。
)

初

唯

一
心

爲
本

源

、
是

心

則

掻

世

間

出

世

間

法

等

。

師

此

圓

豊

妙
心

也

。
経

標

圓

毘

爲

宗

本

故

、

又

説

染

浮

皆

從

貴

心

所

現
起

故

。

華

嚴

師

一
眞

法

界

、
與

一
切
諸

法

爲

膿

性

故

。

(然
華
嚴
錐
有
四
種
法
界
、
而
彼
疏
云
、
統
唯

一
眞
法
界
、
総
該
萬
有
即
是

一
心
、
膿
縄
有

無
等

。
論
中
欲
究

妄
本

、
故
約

凡
標
心

。
此
経
意
顯
浮

源
、
故
約
佛
標
菟

。
華
嚴

稻
性
、
不
逐
機
宜
封
待
故
、
直
顯

一
眞
法

界
。
至
於
能
起
染
浮

一
切
諸
法

、
則

三
義

皆
同
、
三
法
膿

一
也
。
)

(
『圓
寛
経

大
疏
』
巻
上
之
二

・
三
三

一
c
)

こ

こ

で
、

宗

密

は

圓
寛

妙

心

と

、

一
心

と

、

一
眞

法

界

は

重

な

る
概

念

だ

と

し

て

ゆ

く

の

で
あ

る

。
特

に
、

『華

嚴

経

』

に

つ

い

て
、
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四
種
法
界
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
と

い
い
な
が
ら
、
「
一
眞
法
界
」
や

「総
該
萬
有
の

一
心
」
の
概
念
に
重
ね
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
「統
唯

一

眞
法
界
」
は
澄
観

『華
嚴
経
疏
』
巻
五
十
四
の
、
入
法
界
品
の
宗
に
つ
い
て
、
所
入
の
法
界
を
繹
し
た
と
こ
ろ
に
見
え

る

「総
唯

一
眞
無

磯
法
界
」
(T
三
五

・
九
〇
八
a
)
を
、
ま
た

「総
該
萬
有
即
是

一
心
」
は
、
『華
嚴
経
行
願
品
疏
』
巻

一
の
玄
談
第
四

・
辮
定
所
宗
に
見
え

る
、
所
入
の
法
界
縁
起
の
う
ち
の
無
障
擬
法
界
の
説
明
に
み
え
る

「総
該
萬
有
印
是

一
心
」
(新
纂
大
日
本
績
藏
経
第
五
巻
六
二
a
)
を
指
す
。

つ
ま
り
、
宗
密
は
こ
こ
で

『華
嚴
経
』
も

『起
信
論
』
や

『圓
寛
経
』
と
重
ね
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
澄
観
の

『華
嚴
経
』
解
繹
の

一
部
に
見
ら
れ
る
タ
ー
ム
を
通
じ
て
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

(
8
)

そ
し
て
、
『華
嚴
経
』
に
つ
い
て
、
四
種
法
界
が
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も

一
眞
法
界
の
方
に
注
目
し
た
い
の
だ
、
と
す

る
の
で
あ
る
。

こ

の

一
段
は
、
非
常
に
重
要
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
宗
密
に
と

っ
て
、
世
界
の
根
源
を
清
浮
な
る

一
心
で
と
ら
え

る
こ
と
は
、
核
心

的
に
重
要
で
あ

っ
て
、
『圓
寛
経
』

『起
信
論
』
は
そ
れ
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
重
要
な
の
で
あ
る
が
、
『華
嚴
経
』
に

つ
い
て
も
、
澄
観

の

『華
嚴
経
疏
』

『華
嚴
経
行
願
品
疏
』

『華
嚴
経
綱
要
』
と
い
っ
た
著
作
で
、
義
理
分
齊

・
所
詮
義
理
な
ど
と
い
わ
れ
る
、
『華
嚴
経
』

の
圓
敏
の
中
核
的
敏
理
を
述
べ
る
箇
所
に
お
い
て
、
委
曲
を

つ
く
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
四
法
界
説

(こ
れ
こ
そ
周
知
の
ご
と
く
澄
観
の
最

も
中
心
的
に
読
き
た
か
っ
た
敏
理
で
あ
る
。)
を
あ
え
て
棚
上
げ
し
て
、

一
眞
法
界
、
総
該
萬
有
の

一
心
、
と

い
っ
た

「
=

で
ま
ず
は
そ
の

中
核
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
關
連
し
て
興
味
深
い
の
は
、
宗
密
の

『華
嚴
経
行
願
品
疏
紗
』
と
、
澄
観
の
も
の
と
い
わ
れ
る

『華
嚴
経
行

願
品
別
行
疏
』
に

つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
宗
密
の

『華
嚴
経
行
願
品
疏
紗
』
は
、
澄
観
が

『華
嚴
経
行
願
品
疏
」
を
節
略
し
た
と
い
わ
れ
る

『華
嚴
経
行

願
品

別
行
疏
』

の
注
繹
で
あ
る
。
『行
願
品
疏
紗
』
に
付
せ
ら
れ
た

『別
行
疏
』
が
教
義
に
つ
い
て
の
議
論
を
行
う
の
は
、
玄
談
の
五
門

分
別

の
う
ち
第
二

・
辮
敏
宗
旨
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
澄
観
が

『行
願
品
疏
』
の
玄
談
第
三

・
所
詮
義
理
で
説
明
し
た
四
法
界
は
全
く

説
明
が
な
く
、

『行
願
品
疏
』

の
玄
談
第

四

・
辮
定
所
宗
に
説
い
た
、
総
該
萬
有
の

一
心
の
く
だ
り
の
み
え
る
、
無
障
擬
法
界
と
事
法

界

・
理
法
界
の
記
述
し
か
述
べ
て
い
な

い
の
で
あ
る

(從
っ
て
、
宗
密
も
當
然

『行
願
品
疏
紗
』
で
四
法
界
の
説
明
は
し
な
い
)。
し
か
も
、
『行
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願
品
疏
」
に
お
い
て
は
、
「総
該
萬
有
即
是

一
心
」
は
無
障
磯
法
界
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
だ
け
で
、
そ
こ
に
は

一
眞
法
界
の
言
葉
は
出
て

こ
な
か
っ
た
の
に
、
『別
行
疏
』
で
は
こ
こ
に

一
眞
法
界
を
掲
げ
、
「総
該
萬
有
即
是

一
心
」
は
、
こ
の

一
眞
法
界
の
こ
と
と
な

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
下
に

『行
願
品
疏
』
と

『別
行
疏
』
と
を
封
照
的
に
示
し
て
み
よ
う
。

然
其
法
界
、
非
界
非
不
界
、
非
法
非
不
法
、
無
名
相
中
、
強
爲
立
名
、

日
無
障
臣
去

寂

多盧
暖
、
沖
深
包
博
、
総
該
萬
有
、

劉

。

謄

絶

有

無

、

相

非

生

滅

、
莫

尋
終

始

、
山豆
見

中

邊

。

(
『行

願
品
疏
』
巻

一
・
六
二

a
)

今
第

一
明
所
入
者
、
統
唯

一
眞
法
界
、
謂
寂

多
盧
膿
、
沖
深
包
博
、
総
該
萬
有
、
印
日

一
心
。
謄
絶
有
無
、

始
、
寧
見
中
邊
。
(『行
願
品
疏
紗
』
所
引

『行
願
品
別
行
疏
』

・
新
纂
大
日
本
績
藏
経
第

一
巻

・
二
四
五
b
)

相
非
生
滅
、
莫
尋
終

實

は
、
澄
観
が
晩
年
に

『行
願
品
疏
』
を
下
敷
き
に
し
つ
つ
著
わ
し
た

『華
嚴
経
綱
要
』
(金
澤
文
庫
藏
)
で
は
、

『行
願
品
疏
』
と
同

様
で
、
『別
行
疏
』

の
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な

い
。

つ
ま
り
四
法
界
も
述
べ
て
い
る
し
、
「総
該
萬
有
師
是

一
心
」
も
無
障
磯
法
界
の
説
明

と
な

っ
て
い
て
、
そ
こ
に

一
眞
法
界
は
出
て
こ
な
い
。
と
な
る
と
、
『別
行
疏
』
の
文
面
は
、
妙
に
宗
密

に
都
合
よ
く

で
き
て
い
る
嫌

い

が
あ
る
。
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
、
古
い
澄
観
の
傳
記
資
料
に
明
確
な
記
載
が
な

い
こ
と
を
見
る
と
、
或
い
は
宗
密
が
手
を
入
れ
つ
つ
節

略
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
も
か
く
も
、
『行
願
品
疏
紗
』
に
お
い
て
宗
密
は
、
上
の

『別
行
疏
』
の

一
心

の

一
節
を
繹
し
て
次
の
よ
う
に
語
り
、

一
心
概
念

の

根
源
性
を
強
調
し
て
い
る
。

ふ
た
つ
め
に

一
心
は
膣
だ
と
い
う
こ
と
を
解
説
す
る
。
萬
有
を
総
該
す
る
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず

一
心
だ
、
と
い
う
の
は
、
直

ち
に
眞
界

の
髄
を
指
示
し
た
も
の
だ
。
し
か
し
こ
の
心
は
、
佛
で
も
衆
生
で
も
、
眞
で
も
妄
で
も
な
く
、

一
切
の
も
の
で
な
く
し
て

一
切
の
根
本
を
な
す
の
だ
。
そ
こ
で
序
文
に

「萬
法
資
り
て
始
む
」
と

い
っ
た
の
だ
。
世
間
出
世
間
の
法
で
こ
の
心
か
ら
は
み
出
る

も
の
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
萬
有
を
総
該
す
る
、
と
い
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
膿
は
萬
有
で
は
な
い
の
で
、

一
心
と
い
う
わ
け
だ
。
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…
…
こ
れ
は
す
べ
て
の
経
論
が
宗
と
す
る
と
こ
ろ
だ
。

二
繹

一
心
爲
膿
、
総
該
萬
有
師
是

一
心
者
、
直
指
眞
界
之
膿
也
。
然
此
心
非
佛
非
生
、
非
眞
非
妄
、
非

一
切
而
爲

一
切
根
本
。
故

序
云
、
萬
法
資
始
。
既
世
出
世
間
之
法
不
出
此
心
、
故
云
総
該
萬
有
。
然
膿
非
萬
有
、
故
云

一
心
。
…
…
此
是

一
切
経
論
所
宗
。

(『行
願
品
疏
紗
』
巻
二
・
二
四
五
b
)

つ
ま
り
、

一
心
は
す
べ
て
を
生
み
出
し
支
え
る
源
で
あ
る
が
ゆ
え
に
重
要
な
の
で
あ
る
。
宗
密
に
と

っ
て
は
、

『華
嚴
経
』
の
中
心
教

義
も

「
四
法
界
」
で
は
な
く
、
ま
ず
は
萬
法

の
根
源
を
な
す

コ

眞
」
コ

心
」
で
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

っ

て

『華
嚴
経
』
は

『起
信
論
』
『圓
寛
経
』
と
同
等
の
存
在
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
宗
密
に
お
い
て
は
、
圓
敏
は

「無

磯

・
無
壷
」
に
加
え
て
、
コ

心
」
或

い
は

「
一
眞
法
界
」
と

い
っ
た

「
一
な
る
も
の
」
の
二
つ
の
位
相
で
と
ら
え
ら
れ
、
更
に
は

『華

嚴
経
』
を
、
「無
磯

・
無
壷
」
に
加
え
て
、
=

心
」

・

コ

眞
法
界
」
を
読
く
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
で
、
『圓
寛
経
』
『起
信
論
』
と
本

質
的

に

一
致
す
る
も
の
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
宗
密
自
身
の
把
握
に
從
え
ば
、
こ
の
総
該
萬
有

の

一
心
も
、

一
眞
法

界
も
圓
敏
と
い
う

こ
と

に
な
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
う
し
た
根
源
的
な

=

」
な
る
も
の
を
立
て
る
と
い
う

の
は
、
如
來
藏
思
想
的
な
獲
想

と
い
う

べ
き
で
あ

る
。
從

っ
て
、
宗
密
自
身

の
主
観
は
と
も
か
く
、
彼

の

『華
嚴
経
』
解
繹
、
或
い
は
圓
教

の
解
繹
は
、
『華
嚴
経
』
と
圓
教
の
内
部
に
如

(
9
)

來
藏
思
想
、
或

い
は
五
教
で
い
え
ば
終
教
の
レ
ベ
ル
の
教
學
を
含
め
て
と
ら
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

口

無
擬

・
無
蓋
と

一
心

で
は
、
し
か
し
、

一
方
で
、
圓
敏
に
は
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
側
面
、
「無
擬

・
無
書
」
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
は

『華
嚴
経
」
に
は

説
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
『圓
寛
経
』
に
は
説
か
れ
て
い
な

い
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

『華
嚴
経
』
に
特
権
的
に
説
か
れ
る
圓
敏
の
内
容
、

「無
磯

・
無
蓋
」
と
、
コ

心
」
、
或

い
は

コ

眞
法
界
」
な
ど
の

=

な
る
も
の
」
と
の
關
連
は
、
ど
う
と
ら
え
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。

こ

の
問
題
に
直
接
關
係
す
る
資
料
と
し
て
、
次

の

一
節
が
墨
げ
ら
れ
る
。
即
ち
、
彼
は
、
『華
嚴
経
行
願
品
疏
紗
』

に
お

い
て
、
圓
敏
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の
相
師
相
入
の
無
擬

・
無
壼
を
、

一
心
を
中
核
に
と
ら
え
て
、
次
の
よ
う
に
語
る
の
で
あ
る
。

第
五
に
、

一
乗
圓
教
で
は
萬
有
を
総
該
し
て
と
り
も
な
お
さ
ず

一
心
だ
と
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
た
だ
法
界
の
み
で
あ
り
、

海
の
ご
と
き
眞
理
が
圓
融
し
、
縁
起
が
無
擬
に
は
た
ら
き
、
眞
心
全
膣
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
心
が
様
々
な
相
を
絶
し
て
い
る
こ
と

を
知
ら
な

い
か
ら
、
相
が
蓋
き
て
心
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
る
の
だ
が
、
事
ご
と
に
す
べ
て
心
だ
と
知

っ
て
こ
そ
、
は

じ
め
て
心
性
の
究
極
を
わ
が
も
の
と
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
…
…
そ
の
中
は
み

っ
つ
に
分
か
れ
る
。

ひ
と

つ
め
は
、
個
別
の
事
法
を
融
じ
て
相
入
さ
せ
る
黙
か
ら
、

一
心
と
説
く
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
切
の
事
法
は
、
す
べ
て

が
眞
心
な
が
ら
に
現
れ
る
の
で
、
す
べ
て
が
心
で
あ
る
事
法
は
、
心
に
從

っ
て

一
切
の
事
法

の
中
に
遍
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た

す
べ
て
が
心
で
あ
る

一
切
は
心
に
從

っ
て

一
つ
の
事
法
の
中
に
入

っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
心
に
從

っ
て
韓
回
し
、
さ
ま
た
げ
な
く
相

入
す
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。

ふ
た

つ
め
は
、
事
法
を
融
師
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、

一
心
と
説
く
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
つ
の
事
法
は
眞
心
そ
の
も
の
な
の
で
、

心
が
そ
の
ま
ま
に

一
切
で
あ
る
と
き
、
こ
の

一
事
法
も
心
に
從

っ
て

一
切
そ
の
も
の
と
な
る
。

一
切
が
そ
の
ま
ま

一
つ
の
事
法
と
い

う
と
き
も
同
じ
で
あ
る
。

み
っ
つ
め
に
は
、
帝
繹
天
の
宮
殿
の
網
の
結
び
珠
が
映
り
あ
う
よ
う
に
、
無
書
で
あ
る
か
ら

一
心
と
読
く
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
切
は
す
べ
て
心
で
あ
る
の
で
、

一
切
を
包
含
す
る
こ
と
が
で
き
、
含
ま
れ
た

一
切
も
唯
心
な
の
で
、
ま
た

一
切
を
包
含
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
う
し
て
何
重
に
も
蓋
き
る
こ
と
な
く
重
な
り
あ
う
。
そ
れ
は
す
べ
て

一
つ

一
つ
が
眞
心
を
完
全
に
且
ハえ
て
お
り
、
心

に
從

っ
て
無
擬
で
あ
る
の
で
、
無
壼
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
五
総
該
萬
有
師
是

一
心
、
則
唯
是
法
界
、
性
海
圓
融
、
縁
起
無
擬
、
全
眞
心
現
也
。
謂
未
知
心
絶
諸
相
、
令
悟
相
蓋
唯
心
、
然

見
鯛
事
皆
心
、
方
了
究
寛
心
性
。
…
…
於
中
有
三
。

一
、
融
事
相
入
故
説

一
心
。
謂

一
切
事
法
、
既
全
是
邑県
心
而

現
、
故
全
心
之
事
、

随
心
偏

一
切
中
、
全
心
之

一
切
、
随
心
入

一
事
中
、
随
心
回
韓
相
入
無
擬
。
二
、
融
事
相
師
故
説

一
心
。
謂
以

一
事
印
凶県
心
故
心
師
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一
切
時
、
此

一
事
随
心
、
亦
師

一
切
、

一
切
師

一
亦
然
。
三
、
帝
網
無
壷
故
説

一
心
。
謂

一
切
全
是
心
故
能
含

一
切
、

一
切
亦
唯
心

故
復
含

一
切
、
重
重
無
壷
、
皆
由

一
一
全
且
ハ眞
心
、
随
心
無
磯
故
無
蓋
也
。
(
『華
嚴
経
行
願
品
疏
紗
』
巻
二

・
二
四
五
b
)

こ
れ
は
、
『行
願
品
疏
紗
』
で
、
宗
密
が
澄
観
の
十
重

一
心

(周
知
の
ご
と
く
、
法
藏
の
十
重
唯
識
を
澄
観
が
組
み
憂
え
た
も
の
で
あ
る
。)
を

踏
ま
え

て
、
そ
れ
を
五
教
到
に
配
當
し
て
五
つ
の

一
心
を
立
て
た
も
の
の
う
ち
、
圓
教
に
相
當
す
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
眞
心
の

一

心
に
お
い
て

=

乗
別
教
」
の
無
磯
無
壷
が
成
立
す
る
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、

一
心
が

『華
嚴
経
』
の
無
磯
無
書
の
成
立
の
根
底
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
『華
嚴
経
』

に
の
み
十
全
に
説
か
れ
る
圓
教

の
重
要
な

一
側
面
、
師
ち
、
「無
擬

・
無
壷
」
は
、
こ
の
よ
う
に
、
宗
密

に
お

い
て
は
、
端
的
に

=

心
」
に
媒
介
さ
れ
て
現
わ
れ
る
も
の
、
「
一
心
」
に
導
か
れ
て
成
立
す
る
も
の
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で

『華
嚴
経
』
の
中
核
的
内
容
が
、
相
入
と
相
師
と
重
重
無
壼
の
三
つ
の
位
相
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目

さ
れ
る
。
宗
密

の

『華
嚴
経
』
關
連
の
著
作
で
は
、
『華
嚴
論
貫
』
が
重
要
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

彼

の

『華
嚴
経
』
關
係
の
著
作
と
し
て
現
在
目
賭
し
う
る

『行
願
品
疏
紗
」
で
は
、
上
に
見
た
通
り

『華
嚴
経
』
の
中
核
的
内
容
を
説
明

す
る
の
に
、
四
法
界
は
表
に
出
ず
、

一
心
或
い
は

一
眞
法
界
を
中
核
と
し
て
、
無
障
擬
法
界
と
事
法
界

・
理
法
界
の
三

つ
で
と
ら
え
る
。(

10

)

そ
れ
と
と
も
に
、
澄
観
の

『華
嚴
経
疏
』

で
四
法
界
の
第
四
事
事
無
擬
法
界
に
重
ね
ら
れ
た
十
玄
門
は
表
に
出
て
こ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
よ
り
簡
明
な
無
磯
の
様
相
の
把
握
と
し
て
、
相
入

・
相
即

・
重
重
無
孟
に
整
理
さ
れ
た
の
が
、
こ
の

一
心
の
把
握
と
の
關
連
で

記
述
さ
れ
た
圓
教
の
内
容
で
あ
る
。
こ
う
し
た
簡
に
し
て
要
を
得
た
圓
敏
の
内
實
の
把
握
は
、
宗
密
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
圓
教
の

「無
擬

・
無
壼
」
が

=

心
」
に
よ

っ
て
成
立
す
る
も

の
と
さ
れ
た
こ
と

で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
と
關
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
無
磯
成
立
の
根
擦
と
し
て
の

「縁
起
相
由
」
に
封
す
る
宗

密
の
扱
い
で
あ
る
。

實
は
、
彼
は

『華
嚴
経
』
に
説
か
れ
る
無
磯
の
成
立
の
因
縁
に
つ
い
て
、
『圓
寛
経
大
疏
紗
』
で
、
澄
観

の

『華
嚴
経
疏
』
を
引
き
な
が

ら
、
事
事
無
擬
の
根
擦
を
十
墨
げ
る
と
こ
ろ
で
、
今
は
唯
心
所
現

・
法
性
融
通
な
ど
四
つ
の
み
を
用
い
る
、
と
し
、
縁
起
相
由
を
消
去
し

て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
『華
嚴
経
疏
』
に
事
事
融
通
の
因
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
に
從
え
ば
、
全
部
で
十

の
要
因
が
あ
る
。
第

一
に
唯
心
の
現

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第
二
に
法
に
定
性
が
無

い
か
ら
、
第
三
に
縁
起
し
て
依
存
し
あ

っ
て
い
る
か
ら
、
第
四
に
法
性
が
融
通
す

る
か
ら
、
第
五
に
幻
夢
の
よ
う
だ
か
ら
、
第
六
に
影
像
の
よ
う
だ
か
ら
、
第
七
に
因
は
無
限
だ
か
ら
、
第
八
に
佛

の
悟
り
の
極
み
だ

か
ら
、
第
九
に
深
い
暉
定
の
は
た
ら
き
だ
か
ら
、
第
十
に
棘
通
解
脱
だ
か
ら
。
十
の
う
ち
適
宜
に

一
つ
を
取
り
上
げ
れ
ば
、
諸
法
の

融
通
無
磯
を
成
り
立
た
せ
る
。
十
の
う
ち
前
の
方
の
六
つ
は
す
べ
て
法
性

の
覗
鮎
か
ら
す
る
も
の
で
、
徳
相
の
因
で
あ
り
、
本
來
そ

う
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
第
七
は
修
行
の
因
、
第
八
は
果
徳
の
覗
黙
で
、
第
九
と
第
十
は
因
果
双
方
に
通
じ
る
。
今
は
四
門
を
用

い

る
こ
と
に
す
る
。
第

一
、
第
四
と
第
五
、
第
六
で
あ
る
。

然
準
華
嚴
疏
、
述
事
事
融
通
所
因
、
且
ハ有
十
義
。

一
唯
心
所
現
故
。
二
法
無
定
性
故
。
三
縁
起
相
由
故
。
四
法

性
融
通
故
。
五
如

幻
夢
故
。
六
如
影
像
故
。
七
因
無
限
故
。
八
佛
讃
窮
故
。
九
深
定
用
故
。
十
肺
通
解
睨
故
。
十
中
随
基
二
義
、
即
令
諸
法
融
通
無
磯
。

十
中
前
六
、
通
約
法
性
、
爲
徳
相
因
、
法
爾
如
是
。
七
約
修
因
、
入
約
果
徳
、
九
十
通
於
因
果
。
今
用
四
門
、
師
第

一
第
四
及
五
六

也
。
(
『圓
覧
経
大
疏
紗
』
巻
八
之
下

・
p
六
四
三
a
)

宗
密

の

『華
嚴
経
』
注
繹
た
る

『行
願
品
疏
紗
」
に
お
い
て
は
、
法
藏

『探
玄
記
』
以
來
、
慧
苑

『刊
定
記
』
・
澄
観

『華
嚴
経
疏

・

紗
』
ま
で
、
攣
容
し
な
が
ら
も
基
本
的
に
纏
承
さ
れ
て
き
た
、
無
磯
の
お
こ
る
場
、
無
磯

の
様
相
、
無
擬
の
因
縁
と

い
っ
た
三

つ
の
位
相

に
よ
る

『華
嚴
経
』
の
無
磯
の
読
明
の
形
は
存
在
し
な
い
。
敏
義
分
齊
、
義
理
分
齊
と
い
っ
た
、
從
來

の

『華
嚴
経
』
注
繹
が
そ
の
問
題

を
語

る
の
に
設
け
て
い
た
項
目
が
、
『行
願
品
疏
紗
』
が
依
擦
し
た
と
さ
れ
る
澄
観

『別
行
疏
』
の
玄
談
か
ら
清
え
て
し
ま

っ
て
い
る
か

ら
、
宗
密
の
注
繹

『行
願
品
疏
紗
』
に
も
そ
れ
が
現
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
無
擬

の
因
縁
に
つ
い
て
、
法
藏
は

『華
嚴
経
旨
蹄
」
で
十
門
を
墨
げ
、
縁
起
相
由
と
法
性
融
通
を
並
べ
基
げ

て
説
明
し
、
『探
玄

記
』

で
も
名
稽
は
並
べ
墨
げ
な
が
ら
縁
起
相
由

の
み
を
説
明
し
て
い
た
。
慧
苑
は

『刊
定
記
』
で
、
無
磯

の
因
縁
の
項
目
は
改
め
て
立
て

な
か

っ
た
が
、
實
際
に
は
法
性
融
通
と
神
通
だ
け
に
限

っ
て
し
ま
い
、
縁
起
相
由
を
清
去
し
て
い
た
。
縁
起
相
由
に
は
、
彼
の
重
覗
す
る
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(
11
)

法
性

へ
の
十
分
な
眼
差
し
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
、
と
み
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
封
し
澄
観
は
、
唯
心
現
と
法
性
融
通
に
大
き
な
比
重

を
與
え
な
が
ら
、

一
方
で
は
、
法
界
大
縁
起
、

つ
ま
り
全
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
が
互
い
に
縁
起
し
て
い
る
と
い
う
事
態
を
と
ら
え
る
す

(
12
)

べ
を
な
く
し
た
、
と
嚴
し
く
慧
苑
を
批
到
し
、
縁
起
相
由
を
復
活
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

宗
密
は
こ
う
し
た
澄
観
の
慧
苑
批
判
を
よ
く
知

っ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
が
、
敢
え
て
こ
こ
で
無
磯
の
因
縁
を
論
じ
る
に
お
い
て
、

縁
起
相
由
を
消
去
し
、
唯
心
所
現
、
法
性
融
通
、
如
幻
夢
、
如
影
像

の
四
つ
に
限

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
法
性
そ
の
も
の
た
る

一

心
を
重
ん
じ
、
そ
れ
を
中
心
に

『華
嚴
経
』
も
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
に
と

っ
て
は
唯
心
現
と
法
性
融
通
の
み

が
必

要
で
あ
り

(あ
と
の
二
つ
は
つ
け
た
り
で
あ
ろ
う
)、
縁
起
相
由
は
必
要
で
は
な
か

っ
た
の
は
、
よ
く
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う

し
て
宗
密
は
師
の
澄
観
の
複
眼
的
な
志
向
に
換
え
て
、

一
元
的
な
方
向
性
、
そ
の
意
味
で
言
え
ば
慧
苑
と
良
く
似
た
方
向
性
を
選
ん

だ

の
で
あ
る
。

こ

の
よ
う
に
、
宗
密
に
お
い
て
は
、
圓
敏
及
び

『華
嚴
経
』

の
中
核
を
、

一
方

で
無
磯
無
孟
と
と
ら
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
を

一
眞
法

界

・
眞
心
を
ベ
ー
ス
に
し
て
始
め
て
成
立
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
た
の
で
あ
る
。

-

そ
し
て
、
彼
に
と

っ
て
は
、
『華
嚴
経
」
自
身
が
、

一
心

・
一
眞
法
界
を
中
核
に
、
無
書
無
磯
の
世
界
を

い
わ
ば
そ
こ
か
ら
の
展
開
と

し
て
説

い
て
い
る
、
と

い
う
把
握
が
あ
り
、

一
心

・
一
眞
法
界
と
無
磯
無
壼

の
世
界
と
は
レ
ベ
ル
は
異
な

っ
て
い
る
も

の
の
、
事
實
上
ひ

と

つ
な
が
り
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

日

『華
嚴
経
』
の
猫
自
性
の
希
薄
化
の
危
険
性

さ
て
、
で
は
、
こ
の
よ
う
に

コ

心
」
コ

眞
法
界
」
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
こ
か
ら
の
展
開
と
し
て

「無
擬

・
無
壼
」

を
と
ら
え
る
と

い

う
圓
敏
及
び

『華
嚴
経
』
の
教
義
の
把
握
の
も
と
で
、
智
撮

・
法
藏

・
澄
観
ら
の
敏
學
に
お
け
る
如
き
、
圓
教
と
そ
れ
を
十
全
に
髄
現
し

た

『華
嚴
経
』
の
至
高
の
地
位
は
維
持
し
う
る
だ
ろ
う
か
。
實
は
そ
れ
は
相
當
に
危
う

い
も

の
と
な

っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
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こ
の
問
題
に
關
わ

っ
て
重
要
な
襲
言
に
、
彼
が

『華
嚴
経
』
は
確
か
に
す
ば
ら
し
い
最
高

の
経
典
だ
が
、
『圓
寛
経
」
が
、
「畳
心
之

髄
」
を
直
ち
に
示
し
て
、
手
掛
か
り
が
明
白
な
の
に
は
及
ば
な
い
、
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
い
う
。

法
門
を
廣
く
明
か
し
、
そ
の
要
妙
を
選
び
、
圓
通
了
義
た
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『華
嚴
経
』
ほ
ど
箪
い
も
の
は
な

い
。
西
域
で

も
中
國
で
も
古
今

の
三
藏
や
高
信
は
、
皆
最
高
の
経
典
と
剣
じ
て
い
る
。
詳
し
く
は

『華
嚴
経
疏
』
の
玄
談
に
述

べ
て
あ
る
。
し
か

し
、
部
立
て
が
浩
潮
で
、
義
理
は
縦
横
に
展
開
し
て
い
る
の
で
、
初
心

の
者
は
、
と

っ
さ
に
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
あ
た
か
も
大

海
の
中
の
す
べ
て
の
寳
を
全
部
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
鮎
で
は
、
こ
の

『圓
畳
経
』
の
方
が
よ
い
。
こ
の
経
典

は
、

一
部
で
道
に
た
ち
ま
ち
に
入
り
、
相
を
會
し
て
性
に
蹄
し
、
念
を
滅
し
て
眞
性
を
全
く
し
、
影
像
も
室
じ
、
寛
が
顯
れ
、
覧
が

圓
明
な
の
で
、
煩
悩
が
氷
が
解
け
る
よ
う
に
清
え
去
る
。
妙
用
の
鑑
妙
な
は
た
ら
き
が
、

一
生
で
手
に
入
る
の
で
あ
る
。
…
…
も
し

文
義

の
豊
か
さ
で
い
え
ば
、
實
に

『華
嚴
経
』
に
は
及
ば
な
い
が
、
覧
心

の
膿
を
指
示
し
て
頓
悟
の
初
機
の
者
に
封
す
る
に
お
い
て

は
、
『圓
覧
経
』
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。

將
欲
弘
關
法
門
、
簡
其
要
妙
、
圓
通
了
義
、
莫
尚
華
嚴
。
西
域
此
方
、
古
今
三
藏
大
徳
、
皆
剣
爲
最
。
且
ハ如
彼
疏
懸
談
所
叙
。
且

部
秩
浩
潮
、
義
理
縦
横
、
初
心
之
流
、
造
次
難
入
。
如
大
海
中

一
切
珍
寳
不
可
総
求
。
師
不
如
此
経

一
部
道
頓
入
、
會
相
蹄
性
、
混

念
全
眞
、
影
像
亦
空
、
覧
所
顯
襲
、
寛
圓
明
故
、
煩
悩
氷
錆
。
妙
用
姉
功
、

一
生
可
獲
。
…
…
若
約
文
義
富
博
、
誠
知
不
及
華
嚴
、

若
取
指
示
覧
心
之
禮
、
以
投
頓
悟
初
機
、
師
不
如
圓
畳
。
(
『圓
畳
経
大
疏
紗
』
巻

一
之
下

・
四
八

一
a
-
b
)

こ
こ
で
は
、
彼
は

『圓
寛
経
』
の
方
が

『華
嚴
経
』
よ
り
も
實
際

の
封
機

の
悟
入
に
は
有
敷
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
彼
が
こ
う
し
た

見
方
を
得
る
に
至

っ
た
に
は
、
次
の
よ
う
な
現
状
認
識
も
關
わ

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
同
時
代
の
人
々
が

『華
嚴
経
』
に
つ
い
て
實

践
と
は
關
係
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
語

っ
て
い
る
。

『華
嚴
経
』
の
法
性
に
ぴ

っ
た
り

一
致
し
た
法
は
、
廣
々
と
高
遠
で
、
受
け

つ
い
で
ゆ
く
べ
き
も

の
だ
が
、
文
章
も
義
理
も
廣
大

豊
富
で
、
學
者
は
そ
の
き
わ
を
見
て
取
る
こ
と
が
難
し

い
。
注
繹
書
を
攻
究
す
る
ば
か
り
で
、
経

の
趣
旨

に
惑

い
、
後
學

の
者
が
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『華
嚴
』
大
経
を
輕
ん
じ
て
、
『華
嚴
経
」
『浬
葉
経
」
は
、
経
典
を
讃
む
ば
か
り
の
連
中
、
経
典
の
巻
物
を
抱
え

た
連
中
の
も
の
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

華
嚴
稽
性
之
法
、
恢
廓
宏
遠
、
實
可
宗
承
、
以
文
富
義
博
、
學
者
難
見
涯
畔
、
但
攻
章
紗
、
迷
於
経
意
、
致
令
後
輩
輕
於
大
経
、
云

華
嚴
浬
桀
者
、
但
是
韓
経
之
流
、
或
云
巻
経
之
輩
。
(『圓
覧
経
略
疏
紗
』
巻
二

・
八
三
九

c
)

こ

の

一
節
は
、
か
つ
て
澄
観
が
慧
苑
の

『華
嚴
経
』
注
繹
を
批
剣
し
た

「慧
苑
は
、
法
藏

の
疏
を
継

い
で
刊
削
し
た
と

い
う
が
、
筆

格

・
文
詞
が
先
人
を
縫
ぐ
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
後
學
の
も
の
が

『華
嚴
』
大
経
を
輕
ん
じ
る
結
果
を
も
た
ら
し
、
盧
舎
那
佛
の
心

の
本
源
や
、
普
賢
菩
薩
の
行

の
海
を
、
後
世
の
求
道
の
者
が

つ
か
め
な
い
よ
う
に
し
て
し
ま

っ
た
」
(苑
公
言
績
於
前
疏
、
亦
刊
削
之
、

筆
格
文
詞
、
不
縫
先
古
。
致
令
後
學
輕
夫
大
経
、
使
遮
那
心
源
道
流
莫
抱
、
普
賢
行
海
後
進
望
涯
。
『華
嚴
経
随
疏
演
義
紗
』
巻
三

.
T

三
六

・
一
六
b
)
と
い
う
言
葉
を
下
敷
き
に
し
た
表
現
だ
が
、
と
も
か
く
彼
に
と

っ
て
も
同
時
代

の
人
々
が

『華
嚴
経
』
の
手
掛
か
り
の

無
さ
か
ら
、
實
践
的
に
は
無
意
味
だ
と
す
る
と
い
う
事
實
が
目
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
端
的
な
悟
入

の
た
め
に
は
、
『圓

豊
経
』
の
方
が
有
敷
だ
、
と
い
う
剣
断
に
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
、
上
に
も
見
た
よ
う
に
、
『華
嚴
経
』
と

『圓
寛
経
』
は
そ
の
根
本
と
す
る

一
心

の
把
握
に
お
い
て
同
質

だ
と

さ
れ
て
、
し
か
も
そ
の

一
心
の
悟
入

の
た
め
に
は

『圓
畳
経
』

の
方
が
便
利
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
は
事
實
上

『華
嚴

経
』

の
棚
上
げ
に
通
ず
る
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
『圓
覧
経
』
に
お

い
て

一
心
に
悟
入
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
自
然
に

『華
嚴
経
』

の
無
擬
無
蓋
ま
で
到
達
可
能
で
あ

っ
て
、
改
め
て

一
心
か
ら
無
擬
無
蓋

へ
の
詳
細
な
道
筋
を
辿
る
必
要
が
な
い
と
す
る
な
ら

ば
、
結
局
の
と
こ
ろ

一
心

へ
の
悟
入
の
み
が
重
要
に
な
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
鮎
か
ら
す
れ
ば

『圓
畳
経
』
だ
け
で
事

足
れ
り
、
と
い
う

こ
と

に
な
り
、
『華
嚴
経
』
は
必
要
が
無
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
宗
密
の
主
観
に
印
し
て
い
え
ば
、
『圓
畳
経
』
に
お

け
る

一
心

へ
の
悟
入
は
、
實
践
的
に
は

『華
嚴
法
界
観
門
』
の
三
観
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
は

『圓
覧
経
』
に
説
か

れ
る
観
法
を
、
傳
杜
順
の

『華
嚴
法
界
観
門
』
に
説
か
れ
る
眞
室
観

・
理
事
無
磯
観

・
周
遍
含
容
観
の
三
観
に
重
ね
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。



60宗密思想における華嚴教學の危機

と
な
れ
ば
、
『圓
豊
経
』
か
ら

『華
嚴
経
』

の
無
擬
無
壼

へ
の
通
路
は
ち

ゃ
ん
と
用
意
し
て
あ
る
の
で
あ
り
、
『圓
覧
経
』
が

『華
嚴
経
」

か
ら
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
で
は

『圓
豊
経
』
に
は
、
實
践
的

に

『華
嚴
経
」
の

無
擬
無
書
を
わ
が
も

の
に
す
る
道
が
あ
る
、
と
な
れ
ば
、
ま
す
ま
す

『圓
畳
経
』
だ
け
で
十
分
で

『華
嚴
経
』
の
猫
自
な
必
要
性
は
な
く

な

っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
『圓
寛
経
』
の
中
に

『華
嚴
経
』
が
包
撮
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
さ
え

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
う

し
た
事
態
を
避
け
て
、
あ
く
ま
で

『華
嚴
経
』

の
猫
自

の
最
高
の
位
置
づ
け
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
『圓
覧
経
」
と

『華
嚴
経
』

の
内
容
的
差
異
を
明
確
に
し
た
上
で
、
『圓
豊
経
』
か
ら
の
通
路
を
前
提
に
、
『華
嚴
経
』
な
ら
で
は
の
凋
自
な
無
磯

・
無
審
の
解
説
、
或

い
は
そ
れ
を
わ
が
も
の
に
す
る
た
め
の
猫
自
な
實
践
的
手
立
て
が
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
は
じ
め

て

『華
嚴
経
』
は

『圓
菟
経
』

に
吸
牧
さ
れ
ず
に
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
宗
密
に
そ
う
し
た
用
意
は
な
い
。

と
す
れ
ば
、
宗
密
の

一
連
の

『華
嚴
経
』
と

『圓
寛
経
』
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
に
は
、
確
か
に

『華
嚴
経
』
の
猫
自

な
意
味
を
希
薄
化

し
消
滅
さ
せ
て
ゆ
く
論
理
的
可
能
性
が
伏
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
冒
頭
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
『華
嚴
経
』

の
絶
封
的
優
位
を
信
じ
、

一
方
に
玄
奨
唯
識
を

(始
敏
)、

一
方
に
、
澄
観
に
お
い
て
明
白
に

「暉
宗
」
と
重
ね
ら
れ
る
に
至

っ
た

「無

(
11

)

相
」
「
不
可
説
」

の
教
え
を

(頓
教
)、
そ
し
て
中
央
に
如
來
藏
思
想
を

(終
教
)、
そ
れ
ぞ
れ
不
充
分
な
教
學
と
と
ら
え

て
、
そ
れ
ら
を
包

撮
し

つ
つ
も
決
定
的
に
凌
駕
す
る

『華
嚴
経
』

の
中
核
的
教
読

(圓
教
)
の
實
質
を
明
か
に
し
よ
う
と
し
て
き
た
、
智
撮
晩
年
以
來
の
唐

代
華
嚴
教
學
の
流
れ
か
ら
い
え
ば
、
華
嚴
教
學
の
自
壊
と
で
も
い
う
べ
き
事
態
で
あ
る
と
い
え
る
。
特
に
、
慧
苑
に
お

い
て
既
に
現
れ
つ

つ
あ

っ
た
こ
う
し
た
問
題
性
を
、
澄
観
が
苦
心
の
努
力
に
よ

っ
て
再
度
修
正
し
た
後
に
、
そ
の
嫡
長
子
を
自
認
す
る
宗
密
に
お
い
て
こ
う

し
た
事
態
が
出
來
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
事
柄
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
主
観
的
に
は

『華
嚴
経
』
を
最
高

の
も

の
と
し
て
奉
じ
て
い
る
こ
と
に
攣
わ
り
は
な
い
も
の
の
、
宗
密
の
説
に
は

『華
嚴
経
』
を
如
來
藏
思
想
レ
ベ
ル
を
そ
の
中
核
と
し
て

含
む
と
考
え
る
見
方
と
と
も
に
、
論
理
的
蓋
然
性
と
し
て
、
そ
れ
を
無
意
味
化
す
る
モ
メ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
唐
代
華
嚴

敏
學

は
、
こ
の
黙
に
お
い
て
、
宗
密
に
至

っ
て
、
根
本
的
危
機
に
陥
る
こ
と
に
な

っ
た
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
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宗
密
は
、
『暉
源
諸
詮
集
都
序
』
に
お
い
て
、
『圓
豊
経
疏

・
紗
』
で
展
開
し
た
説
を
更
に
大
き
く
攣
容
さ
せ
、

い
わ

ゆ
る
暉
の
三
宗
、

(
14
)

敏
の
三
教
の
封
配
と

い
う
構
圖
を
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は
、
從
來
圭
と
し
て

「教
暉

一
致
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
こ
の

『輝
源

諸
詮
集
都
序
』
に
展
開
さ
れ
た
彼
の
論
理
に
つ
い
て
、
特
に
、
暉
の
三
宗
、
敏
の
三
教

の
封
配
の
構
圖
の
中
に
お
け
る

『華
嚴
経
』
の
位

置
付
け
に
注
目
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
問
題
黙
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
こ
の
書
物
に
記
さ
れ
た
輝
と
敏
の
三
宗

・
三
敏
の
封
配
の
試
み
の
意
圖
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
こ
の
試
み
の
中
に
宗
密
が
い

く

つ
も
の
意
圖
を
込
め
て
い
る
こ
と
は
、
『暉
源
諸
詮
集
都
序
』

の
中
の
随
庭
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
括
す
れ
ば
、

①
暉
宗
内
部
で
の
、
頓

・
漸
を
め
ぐ
る
南
宗

・
北
宗

の
封
立
を
代
表
と
す
る
各
派

の
争

い
、
②
教
學
者
の
中
の
、
『般
若
経
』
の
室
思
想

に
依
擦
す
る
人
々
と
、
玄
奨
唯
識
に
依
擦
す
る
人
々
の
争
い
、
③
暉
者
と
講
者
の
問
の
事

い
、
と
い
う
三
つ
の
二
項
封
立
の
位
相
に
整
理

さ
れ
る
。
宗
密
は
、
當
時

の
佛
教
界
の
中
に
彼
が
見
て
取

っ
た
各
種
の
争
い
を
こ
う
し
た
三
つ
の
二
項
封
立
に
蹄
納
し
て
と
ら
え
る
こ
と

で
、
そ
れ
を
調
停
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
調
停
の
方
法
と
い
う

の
は
、
ま
ず
は
暉
の
争

い
、
教
の
争
い
の
各
系
列
内
部
で
、
二
項
封
立
を
止
揚

し
う
る
原
理
と
し

て
、
知
と
し
て
顯
れ
る

一
心
と
い
う
も

の
を
、
す
べ
て
の
根
源
と
し
て
立
て
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
根
源
に
封
し
て
、
各
側

面
を

一
面
的
に
み
て
と
り
切
り
取

っ
た
の
が
、
封
立
す
る
二
つ
の
立
場
な
の
だ
と
し
て
、
そ
の
下
位
に
位
置
づ
け
て
行
く
。
こ
う
し
た
か

た
ち

で
、
封
立
す
る
二
項
は
、
ど
ち
ら
も
最
高
の
根
源
的

一
心
・
知
に
封
し
て
部
分
的
眞
理
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

こ
に
は
、
そ
の
論
理
を
示
さ
れ
た
論
争

の
當
事
者
に
期
待
さ
れ
る
反
慮
と
し
て
、
み
っ
つ
の
事
項
を
宗
密
は
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ひ
と

つ
め
は
、
自
ら
の
立
場
は
、
根
源
的
眞
理
に
封
し
て
部
分
的
な
正
し
さ
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
相
封
的
な
正
當
性
を
得
る
と
い
う
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こ
と

で
、
ま
ず
は
自
己
の
正
し
さ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
安
心
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ふ
た

つ
め
は
、
そ
れ
は
同
時
に
、
封
立
相
手

に
封
し
て
も
承
認
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
、
相
手
に
も
自
己
と
同
じ
相
封
的
正
當
性
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
攻
撃
を
や
め
る
こ
と
と
な
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
み
っ
つ
め
は
、
自
己
の
立
場
は
未
だ
中
間
的
な
不
充
分
な
も
の
な
の
で
、
更
に
上
の
立
場
を
め
ざ
す
べ
き
だ
、
と

し
て
、

一
心
11
知

の
立
場

へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
志
向
を
も
つ
こ
と
に
な
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
仕
掛
け
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
暉
宗
と
敏
學
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
の
封
立
を
調
停
し
、
す
べ
て
の
佛
教
者
を
自
ら
の
信
じ
る

一
心
11
知

の
立
場

へ
と
誘
導
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
輝
者
と
講
者
の
問
の
封
立
を
調
停
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
宗
密
が
考
え
た

の
が
、
輝
の
三
宗

と
教

の
三
教
と
の
封
配
と
い
う
襲
想
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
封
立
と
そ
れ
を
止
揚
し
た
第
三
の
立
場
を
内
に
含
む
三
宗
と
三
教
を
爾
側
に

た
て
、
實
は
雨
者
は
同

一
構
造
を
も
ち
、
相
補
的
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
こ
う
し
た
読
を
受
け
取
る
側
の

反
鷹

と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手

に
自
分
と
同

一
構
造

の
膿
系
を
見

い
だ
し
、
ま
た
自
分
と
同
レ
ベ
ル
の
も
の
を
見
い
だ
す
こ
と
で
、
相

手
を
同
類
と
考
、え
、
敵
封
心
を
解
消
す
る
と
い
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
充
分
封
立
が
解
清
す
る
か
ど
う

か
わ
か
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
三
宗

・
三
敏
内
部
で
二
項
封
立
を
唯

一
の
根
源
を
提
出
す
る
こ
と
で
止
揚
し
て
い
た
調
停

の
方
式
を
用
い
、

爾
者

の
封
立
を
止
揚
す
る
根
本
と
し
て
佛
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
敏
も
暉
も
佛
に
お
い
て
は
本
來

一
髄
を
な
し
て
い
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
分
離
し
て
二
項
封
立
に
な

っ
た
も
の
な
の
で
、
根
源
の
佛
か
ら
見
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
眞
理
を
分
有
す
る
も
の
に
し

か
す
ぎ
な
い
。
最
終
的
に
は
佛
に
お
け
る
本
來
の
形
の
よ
う
に
、
爾
者
は

一
人
の
實
践
圭
腫
の
中
に
牧
敏
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
貼
か
ら
い
え
ば
、
『暉
源
諸
詮
集
都
序
』

の
教
剣
の
構
造
は
、
三
宗

・
三
教
内
部
が
二
項
封
立
と
そ
れ
を
止
揚
す

る

一
心
11
知
と
い
う
構
造
を
と
り
、
そ
の
三
宗
と
三
教
が
同
質
的

・
相
補
的
な
も
の
と
し
て
封
に
さ
れ
な
が
ら
、
更
に
そ
の
二
項
封
立
が

佛
に
よ

っ
て
止
揚
さ
れ
る
と

い
う
、
二
重
の
正

・
反

・
合
の
統
合
膿
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
三
宗

・
三
教
内
部
で
の
二
項
封
立

と

一
な
る
根
源
に
よ
る
止
揚
は
議
論
が
壷
く
さ
れ
て
い
る
が
、
教
と
暉
の
佛
に
よ
る
止
揚
は
、
『都
序
』

の
中
で
は
理
論
的
に
は
展
開
が
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不
充
分
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
輝
と
教
と
封
配
の
構
圖
に
お
い
て
、

『華
嚴
経
』
、
及
び
そ
の
敏
理
的
内
容
の
核
心
と
さ
れ
る
無
擬

.
無
蓋

の
位
置
は
、

ど
う

と
ら
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
『華
嚴
経
』
は
、
敏
の
三
教

の
う
ち
の
顯
示
眞
心
即
性
敏
に
、
『密
嚴
経
』

『圓
覧
経
』

『法
華

経
』

『浬
葉
経
』
な
ど
と

一
緒
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
露
知

の
心
は
眞
性
で
あ
り
、
佛
と
異
な
ら
ぬ
と
開
示
す
る
の
で
、
顯
示
眞
心
即
性
教
な
の
で
あ
る
。
華
嚴

・
密

嚴

・
圓
覧

・
佛
頂

・
勝
髪

・
如
來
藏

・
法
華

・
浬
葉
な
ど
、
四
十
鯨
部
の
経
典
、
寳
性

・
佛
性

・
起
信

・
十
地

・
法
界

.
浬
彙
な
ど

の
十
五
部
の
論
典
は
、
頓
や
ら
漸
や
ら
の
相
違
は
あ

っ
て
も
、
そ
こ
に
明
か
さ
れ
た
法
膿
に
依
檬
す
れ
ば
、
す

べ
て
が
こ
の
敏
に
屡

す
る
の
で
あ
り
、
暉
門
の
第
三
の
直
顯
心
性
宗
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

如
是
開
示
露
知
之
心
即
是
眞
性
、
與
佛
無
異
、
故
顯
示
巳県
心
師
性
敏
也
。
華
嚴
密
嚴
圓
覧
佛
頂
勝
髭
如
來
藏
法
華
浬
葉
等
四
十
鈴

部
経
、
寳
性
佛
性
起
信
十
地
法
界
浬
桀
等
十
五
部
論
、
難
或
頓
或
漸
不
同
、
振
所
顯
法
髄
皆
屡
此
教
、
全
同
暉
門
第
三
直
顯
心
性
之

宗
。
(
『暉
源
諸
詮
集
都
序
』
巻
上
之
二
・
T
四
八
・
四
〇
五
a
)

こ
こ
で
は
、
内
部
に
頓
漸
の
相
違
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
と
い
い
つ
つ
、
『華
嚴
経
』
を
始
め
、
『法
華
経
』

『浬
桑
経
』
な
ど
も
、
露
知

之
心

は
眞
性
で
あ

っ
て
佛
と
違

い
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
表
わ
し
た
経
典
だ
と

い
う
こ
と
で
、
同
じ
顯
示
眞
心
師
性
教
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
頓
漸
は
、
『圓
畳
経
疏

・
紗
」
に
み
え
る
頓
漸
と
同

一
の
も
の
で
あ
る
が
、
三
教
と
の
關
係
は
、

法
と
義
の
深
淺
は
三
種
で
壷
き
て
い
る
が
、
し
か
し
世
尊
が
説
い
た
と
き
の
方
式
が
違

っ
て
い
て
、
理
と

一
致
し
た
頓
の
説
き
方
、

機
に
從

っ
た
漸
の
説
き
方
が
あ
る
の
で
、
頓
敏
漸
教
と
い
っ
た
の
だ
。
三
教
の
外
に
頓
漸
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
漸
と
い
う
の
は
、

中
下
根

の
も
の
で
、
直
ち
に
圓
豊
の
妙
理
を
信
じ
悟
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
の
た
め
に
、
ひ
と
ま
ず
前
に
述

べ
た
人
天

.
小
乗
か

ら
法
相

(こ
れ
ら
は
皆
第

一
教
で
あ
る
)
破
相

(第
二
教
で
あ
る
)
ま
で
の
教
を
説

い
て
、
そ
の
根
器
が
成
熟
し
た
ら
、
は
じ
め
て
了
義

を
説
く
、
と

い
う
も

の
で
、
『法
華
経
」

『浬
桑
経
』
な
ど
の
経
が
こ
れ
で
あ
る
。
(こ
れ
と
後
に
説
く
逐
機
の
頓
教
を
合
わ
せ
て
第
三
教



64宗密思想における華嚴敷學の危機

で
あ
る
。
そ
の
化
儀
の
頓
教
は
、
三
教
す
べ
て
を
牧
め
る
。
西
域

・
中
國
の
古
今
の
高
信
た
ち
が
作
っ
た
三
時
五
時
の
教
判
は
、
漸
教
の
一
類
だ
け

で
、
『華
嚴
経
』
な
ど
は
含
ま
れ
な
い
。)

法
義
深
淺
已
備
壷
於
三
種
、
但
以
世
箪
読
時
儀
式
不
同
、
有
稻
理
頓
読
、
有
随
機
漸
説
、
故
復
名
頓
敏
漸
教
、
非
三
教
外
別
有
頓

漸
。
漸
者
爲
中
下
根
部
時
未
能
信
悟
圓
寛
妙
理
者
、
且
説
前
人
天
小
乗
乃
至
法
相

(上
皆
第

一
敏
也
)
破
相

(第
二
敏
也
)
待
其
根
器

成
熟
、
方
爲
読
於
了
義
、
師
法
華
浬
葉
等
経
是
也

(此
及
下
逐
機
頓
教
合
爲
第
三
教
也
。
其
化
儀
頓
師
総
囁
三
般
。
西
域
此
方
古
今
諸
徳
、

所
到
教
爲
三
時
五
時
者
、
但
是
漸
教

一
類
、
不
撮
華
嚴
経
等
。)
(『輝
源
諸
詮
集
都
序
』
巻
下
之

一
・
T
四
八

・
四
〇
七
b
)

と

い
う
よ
う
に
、
法
相

(第

一
敏
)、
破
相

(第
二
敏
)
か
ら

『法
華
経
』

『浬
葉
経
」
(第
三
敏
)
ま
で
が
漸
教
で
、

『法
華
経
』
『浬
桀

経
』

は
第
三
敏
で
あ
る
。
そ
し
て
逐
機
の
頓
も
第
三
教
だ
が
、
化
儀
の
頓

(即
ち

『華
嚴
経
』
『十
地
経
論
』)
は
、
三
敏

す
べ
て
含
む
と
い

う

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
化
儀
の
頓
の
代
表
で
あ
る

『華
嚴
経
』
が
、
三
教
す
べ
て
を
包
み
込
む
肚
大
な
経
典
だ
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
化
儀
の
頓
に
つ
い
て
語

っ
た

一
節
で
は
、
『華
嚴
経
』
を
圓
頓
敏
と
呼
び
、
内
容
を

一
心
に
支
え
ら
れ

た
相

入
相
即
、
十
玄
門
と
無
霊
な
ど
で
と
ら
え
て
い
る
。

ふ
た
つ
め
に
は
、
化
儀
の
頓
で
あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
佛
が
悟
り
を
開
い
て
ま
も
な
く
、
宿
世

の
縁
が
熟
し
た
上
根

の
者
ど
も
の
た
め
に
、
性
相
理
事
や
、
衆
生
の
様
々
な
迷

い
、
菩
薩
の
無
敷
の
修
行
、
賢
聖
の
地
位
、
諸
佛
の
無
量
の
徳
や
、
因
が

果
海
を
該
す
る
の
で
、
初
心
に
菩
提
を
得
る
こ
と
、
果
が
因
源
に
徹
す
る
の
で
、
位
が
満
じ
て
も
な
お
も
菩
薩
と
構
す
る
の
だ
、
と

い
う
こ
と
な
ど
を
す
べ
て

一
墾
に
語

っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
華
嚴
経
と
十
地
経
論

の
み
が
屡
す
る
の
で
あ
り
、
圓
頓
敏
と
名

づ
け
る
。
そ
の
他
の
経
典
で
は
、
こ
れ
ら
が
+
分
説
か
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
説
い
て
い
る
内
容
と
し
て
は
、
諸
法
は

一
心
と
全
く

重
な
る
諸
法
で
あ
り
、

一
心
は
諸
法
と
全
く
重
な
る

一
心
で
あ
り
、
性
と
相
は
圓
融
し
、

一
多
自
在
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。
そ
こ
で

諸
佛
と
衆
生
は
交
徹
し
、
津
土
は
稼
土
と
融
通
し
、
法
は
各

々
互
い
に
牧
め
あ

い
、

一
塵
は
す
べ
て
世
界
を
包
み
込
む
の
で
あ
る
。
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相
入

.
相
即
し
、
無
磯
に
鋳
融
し
、
十
玄
門
を
具
え
て
、
重

々
無
霊
で
あ
り
、
無
障
磯
法
界
と
名
づ
け
る
。

二
化
儀
頓
。
謂
佛
初
成
道
、
爲
宿
世
縁
熟
上
根
之
流
、

一
時
頓
読
性
相
理
事
、
衆
生
萬
惑
、
菩
薩
萬
行
、
賢
聖
地
位
、
諸
佛
萬
徳
、

因
該
果
海
、
初
心
印
得
菩
提
、
果
徹
因
源
、
位
満
猫
稽
菩
薩
。
此
唯
華
嚴

一
経
及
十
地
論
、
名
爲
圓
頓
教
、
絵
皆
不
備
。
其
中
所
説
、

諸
法
是
全

一
心
之
諸
法
、

一
心
是
全
諸
法
之

一
心
、
性
相
圓
融
、

一
多
自
在
。
故
諸
佛
與
衆
生
交
徹
、
浄
土
與
稼
土
融
通
、
法
法
皆

彼
此
互
牧
、
塵
塵
悉
包
含
世
界
。
相
入
相
即
、
無
擬
銘
融
、
具
十
玄
門
、
重
重
無
書
、
名
爲
無
障
磯
法
界
。
(『灘
源
諸
詮
集
都
序
』
巻

下
之

一
・
T
四
入

・
四
〇
七
c
)

こ
の

一
節
を
み
る
と
、
宗
密
は
こ
こ
で
、

一
心
に
も
と
つ
く

『華
嚴
経
』
の
無
磯
無
蓋

の
教
と
い
う

の
は
、
最
も

レ
ベ
ル
が
高

い
教
と

い
い
た
い
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
も
論
理
と
し
て
は
充
分
整
合
的
で
は
な

い
こ
と
に
氣
つ
か

さ
れ
る
。

つ
ま
り
上
で
化
儀

の
頓
は
三
教
す
べ
て
を
包
撮
す
る
、
と
い
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は

『華
嚴
経
』
が
他
の
経
典
と
違

っ
て
有
す

る
中
核
的
教
理
の
特
徴
を

い
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
圓
頓
敏
と
い
う
名
構
も
、
そ
こ
に
出
て
き
た
圓
に

つ
い
て
の
説
明
が
な

い
。
圓
頓
本
宗
や
圓
宗

の
語
は
、
曹
漢

・
荷
澤
の
立
場
を
指
す

の
に
も
使
わ
れ
て
い
る

(巻
上
之
二
・
四
〇
三
c
)。
彼
が
最
高

の
教
に
名

づ
け
た
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
改
め
て
の
説
明
は
な
く
、
結
局
こ
こ
で
の
含
意
は
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
る
。

.

更

に
、
そ
こ
に
語
ら
れ
る

一
心
に
支
え
ら
れ
て
現
れ
る
相
即
相
入

・
無
擬
無
書
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
第
三
教
凶県
心
郎
性
教
の
中
で
ど
の

よ
う

な
位
置
を
占
め
る
の
か
が
今
ひ
と
つ
明
瞭

で
な
い
。
彼
は
こ
こ
で
は
、

一
心
か
ら
、
性
相
圓
融
を
ふ
ま
え
て
、
無
磯
無
蓋

の
世
界
が

現

れ
る
と
い
う
こ
と
を

『華
嚴
経
』
(『十
地
経
論
』
も
)
の
教
義
と
し
て
ご
く
自
然
な
こ
と
と
す
る
口
吻
で
語

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

と
な
る
と
、
『暉
源
諸
詮
集
都
序
』
の
教
に
つ
い
て
の
議
論
に
お
い
て
は
、
三
敏
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
或

い
は
第
三
教
の
中
で
、
『華
嚴

経
』
が
占
め
る
べ
き
凋
自

の
位
置
と
い
う
も

の
が
、
化
儀
の
頓
か
逐
機
の
頓
か
、
と
い
う
以
上
に
は
殆
ん
ど
語
ら
れ
て
お
ら
ず
、
今
ひ
と

つ
、
敏
義
内
容
に
即
す
る
形
で
明
瞭
に
規
定
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
、

一
心
と
無
磯

・
無
蓋
の
間
の
關
係
に
つ
い
て
、

前
者
が
前
提
に
な

っ
て
後
者
が
現
出
す
る
、
そ
の
様
相
を
克
明
に
描
爲
し
た
も
の
が

『華
嚴
経
』
だ
、
と

い
う
以
上

の
説
明
が
な
い
わ
け
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だ
が
、
こ
れ
で
は
、
『華
嚴
経
』
と
そ
の
猫
自

の
敏
理
の
優
越
性
は
、
軍
に

一
心
か
ら
敷
街
さ
れ
る
無
擬

・
無
蓋

の
風
光
を
丁
寧
に
描
き

出
し
た
、
と

い
う
こ
と
し
か
な

い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
『華
嚴
経
』
と
そ
の
教
理
は
、
こ
こ
で
も
、
先

に
見
た

『圓
寛
経
疏

.
紗
』

と
同
様
、

一
心
に
吸
牧
さ
れ
る
可
能
性
の
も
と
に
お
か
れ
て
お
り
、
そ
の
特
権
的
優
越
性
は
、
充
分
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
こ

と

に
な
る
。

ま
た
、
『繹
源
諸
詮
集
都
序
』
で
は
、
「暉
宗
」
の
立
場
は
、
ト
ー
タ
ル
で
敏
學

の
立
場
と
封
時
し
、
そ
の
間
に
上
下
は
な
く
な

っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
、
澄
観
が
、
自
ら
の
奉
じ
る

『華
嚴
経
』
の
圓
敏
の
敏
義
を
論
ず
る
に
お
い
て
も
、
「以
心
傳
心
」
を
も

っ
て
語

っ
た
り
、
ま
た
天
壼
の
四
敏
に
は
す
べ
て
離
言

の
實
践
が
あ
る
、
と
い
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

つ
ま
り
、
す
べ
て
の
教
が
、
そ

れ
に
み
あ
う
離
言
の
實
践
行
を
有
す
る
と
い
う
獲
想
か
ら
の
獲
展
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
、
教
に
お
け
る

『華
嚴
経
』
の
敏
理
の
猫
自

の
優
位
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
封
配
の
相
手

の
直
顯
心
性
宗
に
屡
す
る
各
種

の
騨
の
立
場
に
封
し
て
、
『華
嚴
経
」
と
そ
の
敏
理
は
、
そ
れ
を
誘
導
す
る
地
位
を
保

持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
教
の
眞
心
師
性
敏
と
、
暉
の
直
顯
心
性
宗
は
全
同
だ
と
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
、

直
顯
心
性
宗
に
は
、
宗
密
は
二
種
類
を
数
え
て
い
る
。
作
用
師
性

の
馬
租
暉
の
立
場
と
お
ぼ
し
き
も
の
と
、
露
知
不
昧

の
荷
澤
聯
會
の
立

場

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
暉

の
猫
自
な
動
き
に
封
し
て
、
敏
の
置
ひ
心
部
性
敏
は
、
そ
の
正
當
性
を
確
か
め
、
正
し
く
誘
導
す
る
基
準
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
宗
密
の
構
圖
と
意
圖
を
暉
者
が
受
け
入
れ
た
と
し
て
も
、
置
ぐ心
即
性
敏
の
内
部
で
、
『華
嚴
経
」

の
猫
自
な
敏
理
の
優
越
的
位
置
が
理
論
的
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
相
封
す
る
暉

の
立
場
を
必
ず
そ
ち
ら

へ
誘
導
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、

不
可
能
に
な
る
。

つ
ま
り
、
繹
者
は
教
に
よ

っ
て
自
ら
の
輝
を
確
か
め

つ
つ
進
む
と
い
う
こ
と
を
し
た
と
し
て
も
、
必
ず

『華
嚴
経
』
を

最
高
だ
と
考
え
て
、
そ
ち
ら

へ
進
む
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
こ
の
構
圖
の
ま
ま
で
は
、

『華
嚴
経
』
は
す
べ
て
の
教
學

・
す
べ
て
の
佛
敏
者
の
立
場
を
凌
駕
し
、
包
撮
し
て
ゆ
く
も
の
と
し
て
の
地
位
を
保
て
な
い
こ
と
に
な
る
。

『華
嚴
経
』
と
そ
の
敏
理
の
絶
封
的
優
位
性
を
理
論
的
に
位
置
付
け
て
ゆ
く
、
と
い
う
、
唐
代
華
嚴
教
學
の
流
れ
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
眼
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目
で
あ
る

『華
嚴
経
』

の
絶
封
的
優
位
性
が
こ
こ
で
も
や
は
り
揺
ら
い
で
い
る
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『華
嚴
経
』
も
、
眞
心
師

性
教

の

一
部
に
過
ぎ
な
く
な

っ
て
、
ま
た

一
心
に
吸
牧
基
盤
を
置
く
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
他
経
に
封
す
る
絶
封
的
優
位
を
そ
の
教

理
に
師
し
て
提
示
す
る
枠
組
み
を
失

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
と
同
時
に
、
相
封
す
る
暉
の
直
顯
心
性
宗
の
各
派
に
封
し

て
も
、
絶
封
的
優
位

を
確
保
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

勿
論
、
宗
密
の
主
観
に
即
し
て
い
え
ば
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
知
と
し
て
の

一
心
か
ら
、
『華
嚴
経
』

の
中
核
た
る
無
磯
無
壷
は

直
結

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
知
と
し
て
の

一
心
を
お
さ
え

て
い
れ
ば
問
題
な
し
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
で
は

『華

嚴
経
』
と
そ
の
敏
學

の
濁
自
な
存
在
意
義
を
確
保
す
る
の
に
不
充
分
な
こ
と
は
、
先
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『圓
畳
経

疏
』

に
お
い
て
は
、
『華
嚴
経
』
の
輝
に
封
す
る
意
味
づ
け
の
問
題
は
、
少
な
く
と
も
五
敏
剣
が
用

い
ら
れ
る
以
上
は
、
圓
教
、
そ
し
て

純
粋
圓
敏
て
あ
る

『華
嚴
経
』
は

「暉
宗
」
の
立
場
と
さ
れ
る
頓
教
よ
り
も
内
容
的
に
上
位
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
優
位
性
は
絶
封
的
な

も
の
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

『暉
源
諸
詮
集
都
序
』

の
三
教
三
宗
封
配
の
構
圖
で
は
、
『華
嚴
経
』
の
教
理
は
、

「琿
宗
」
の
立
場
に
封
し
て
、
そ
の
優
位
性
を
確
保
し
て
、
自
ら
の
方

へ
と
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
先
に

『圓
覧
経
疏
』

『華
嚴
経
行
願
品
疏
紗
』
に
師
し
て
検
出
し
た
唐
代
華
嚴
教
學

の
危
機
は
、
『暉
源
諸
詮
集
都
序
』
に
お
い
て
更
に
深
ま

っ
た
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

お

わ

り

に

何
度
も
贅
言
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
宗
密
に
お
い
て
は
、
圓
教
及
び

『華
嚴
敏
』
は
主
観
的
に
は
な
お
も
最
高
の
も

の
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
『圓
寛
経
疏
』
や

『華
嚴
経
行
願
品
疏
妙
』
に
お
い
て
、
宗
密

の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
こ
に
は
、
二

つ
の
側
面
が
あ
る
の
で
あ

っ
て
、
コ

心
」
コ

眞
法
界
」
と
無
磯

・
無
蓋
の
爾
者
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
前
者



68宗密思想における華嚴教學の危機

が
ベ
ー
ス
と
な

っ
て
、
後
者
が
展
開
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
事
實
上
、
圓
教
及
び

『華
嚴
敏
』
の
無
磯

・
無
書
は
、

そ
の
凋
自
性
を
喪
失
し
て
、
如
來
藏
思
想
に
解
消
さ
れ
て
し
ま

い
か
ね
な
い
可
能
性
を
含
む
こ
と
に
な

っ
た
。
同
時

に
、

『圓
畳
経
』
で

十
分
だ
、
と
し
て

『華
嚴
経
』
が
棚
上
げ
さ
れ
る
可
能
性
を
開
く
こ
と
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、

『暉
源
諸
詮
集
都
序
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
構
造
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
無
磯

・
無
書
は

一
心

に
基
礎
付
づ
け
ら
れ

て
、

一
心
に
吸
牧
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
は
や
は
り
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て

『華
嚴
経
』
は
、
教
の
三
教
に
お
け
る
第

三
顯
示
眞
心
師
性

教
に
屡
す
る
と
さ
れ

つ
つ
も
、
そ
の
特
権
的
位
置
付
け
は
曖
昧
な
ま
ま
に
留
ま

っ
た
。
こ
れ
で
は
、
教
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
『華
嚴
経
』

と
そ

の
教
理
の
特
権
的
優
位
性
は
失
わ
れ
る
寸
前
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
宗
密
は
輝
と
敏
と
の
全
面
的
封
配
を
行

っ
た
わ
け
だ
が
、
敏
シ
ス
テ
ム
の
中
で

『華
嚴
経
』
が
最
高
の
も
の
で
あ
る
、
と
の
位

置
づ
け
が
充
分
な
さ
れ
て
い
な

い
中
で
は
、
輝
者
は
、
た
と
え
宗
密

の
議
論
を
受
け
入
れ
、
敏
の
兼
修
を
が
え
ん
じ
た
と
し
て
も
、
間
違

い
な
く
彼
ら
を

一
義
的
に

『華
嚴
経
』
と
そ
の
敏
理
の
學
習

へ
と
導
く
こ
と
に
は
、
成
功
し
て
い
な

い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
意
味
で
、
他
の
教
學
を
す

べ
て
包
み
込
み
な
が
ら
も
、
そ
の
す
べ
て
を
超
越
し
て
あ
る
華
嚴
敏
學
の
宣
揚
と

い
う
、
唐
代
華
嚴
敏
學
の

大
き
な
モ
チ
ー
フ
は
、
彼
に
お
い
て
崩
れ
つ
つ
あ

っ
た
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
上
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
れ
は
華
嚴

敏
學

の
自
壊
と
も
と
れ
る
部
分
が
あ
る
。

(
15
)

實

は
、
こ
う
し
た
傾
向
は

『原
人
論
』
に
お
い
て

一
暦
進
ん
で
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
『原
人
論
』
の
教

剣
で
は
、
や
は
り

『華
嚴
経
』

の
位
置
づ
け
が
極
め
て
危
う
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『暉
源
所
詮
集
都
序
』
で
は
、
顯
示
眞
心
即
性
敏
に
か
ら
ん

で
頓
漸
二
敏
の
配
當
が
あ
り
、
『華
嚴
経
』
は
三
敏
を
内
に
含
む
化
儀
の
頓
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
猫
自
性
が
不
充
分
な
が
ら
確
保
さ
れ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が

『原
人
論
」
で
は
、

一
乗
顯
性
教

の
説
明
に
お
い
て

『華
嚴
経
』
如
來
出
現
品
の
経
文
が
引
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

そ
れ
は
衆
生
の
露
覧
眞
心
が
清
浮
で
あ
り
、
衆
生
は
本
來
佛
で
あ
る
こ
と
の
読
明
と
し
て
出
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

い
わ
ば
如
來
藏
思
想

の
論
謹
の
た
め
に
引
か
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
全
く

『華
嚴
経
』
濁
自
の
無
擬

・
無
壼

の
立
場
は
鰯
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
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そ

の
猫
自
の
位
置
づ
け
は
存
在
し
な
い
。
こ
こ
に
至

っ
て
、
『華
嚴
経
』
は
つ
い
に
如
來
藏
思
想
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま

っ
た
と
も
み
う

る
。

『原
人
論
』
に
お
け
る
モ
チ
ー
フ
は
、
世
界
と
迷

い
の
根
源
を
追
求
す
る
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
『華
嚴
経
』
の
無
磯
無
蓋
の

立
場
は
、
か
え

っ
て
唯

一
の
根
源
を
見
え
な
く
し
て
し
ま
う
嫌
い
の
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
宗
密
に
お
い
て
は
、
総
該
萬
有
の

一
心
、
或
い

は

一
眞
法
界
に

『華
嚴
経
』
の
中
核
を
見
、
無
擬
無
書
を
そ
こ
か
ら
導
出
さ
れ
る
も

の
と
み
る
こ
と
に
お
い
て
、
『華
嚴
経
』
を
本
畳
眞

心
を
説
く
立
場
に
蹄
入
さ
せ
て
も
何
の
問
題
も
起
こ
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
に
縷
々
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ

れ

で
は

『華
嚴
経
』

の
最
高
の
経
典
と
し
て
の
猫
自
な
位
置
と
い
う
も
の
は
失
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
展
開

は
、
宗
密
が
あ
く
ま

で
華
嚴
敏
學

の
纏
承
者
で
あ
る
と
の
自
負
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
、
華
嚴
教
學

の
憺

い
手
自
ら
が
、
意
圖
に
反
し
て

『華
嚴
経
』

を
窮

地
に
追
い
込
ん
だ
も

の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
宗
密
の
位
置
と
い
う
も

の
は
き
わ
め
て
意
味
深

い
も
の
と

い
え
る
。

こ
の
宗
密

の
思
想
を
受
け
て
、
次
の
志
向
と
し
て
は
、
二

つ
の
道
が
あ

っ
た
ろ
う
。
ひ
と
つ
は
、
宗
密
の
路
線
を
縄
承
し
、
そ
の
基
本

線

の
中
で
、
い
わ
ば

一
心
を
中
心
に
そ
の
上
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
華
嚴
を
載
せ
て
ゆ
き
な
が
ら
、
諸
般
の
問
題
を
考
え
て
ゆ
く

あ
り
か
た
で
あ
る
。
も
う
ひ
と

つ
は
、

一
心
に
軍
純
に
無
磯

・
無
壼
が
回
牧
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
用
意
を
構
築
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

一
心
と
無
磯

・
無
壷
の
間
の
通
路
を
認
め
る
に
し
て
も
、
無
擬

・
無
壷

の
猫
自
な
實
態
を
強
調
し
、
そ
こ
へ
の
道
の
り

・
到

達
過
程
に
つ
い
て
、
軍
純
に

一
心
に
解
清
さ
れ
な

い
よ
う
に
猫
自
な
議
論
の
領
域
を
立
て
て
ゆ
く
こ
と
、
で
あ
る
。
或

い
は
縁
起
相
由
を

強
調
し
、

一
心

へ
の
回
牧
を
最
少
限
に
抑
え
よ
う
と
す
る
試
み
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
唐
代
に
お
い
て
は
、
間
も
な
く
會
昌
の
破
佛
が
始
ま
り
、
教
學
佛
敏
の
活
動
は

一
墨
に
零
落
さ
せ
ら
れ
、
直
ち

に
は
そ
の
可
能
性
は
い
ず
れ
の
形
に
お
い
て
も
現
實
化
し
な
か

っ
た
。
そ
の
展
開
に
は
、
更
に
後
世
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

69
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註(
1
)

宗
密

の
傳
記

や
著
作
、
或

い
は
そ

の
成
立
年
代
等
に

つ
い
て
は
、

鎌
田
茂
雄

『宗
密
教
學

の
思
想
史
的
研
究
』

一
九
七
五
第

二
章
を

蓼

照
。

(
2
)

吉

田
剛

「中
國
華
嚴

の
祀
統
読

に
つ
い
て
」
鎌
田
茂
雄
博
士
古

稀

記
念
會
編

『華
嚴
學
論
集
』

一
九
九
七
、
吉
津

宜
英

『華
嚴
輝

の
思
想
史

的
研
究
』

一
九
八

五
、

一
六
-

七
頁
蓼

照
。

(
3
)

吉

田
剛
氏
前
掲
論
文
参
照
。

(
4
)

高
峯

了
州

『華
嚴
思
想
史
』

一
九
四
二
第
二
十
九
章
参

照
。

(
5
)

荒
木
見
悟

『佛
敏
と
儒
教
』

一
九
六
三
第
二
章
参

照
。
吉
津
宜

英

氏
は
、

『華
嚴
暉

の
思
想
史
的
研
究
』

に
お

い
て
、
宗
密

の
開

拓

し
た
猫
自
な
姿
勢

を
、
「華

嚴
至
上

の
そ
れ
を
宗
密
猫
自

の
そ

れ
に
組

み
か
え

て
ゆ
く
努
力
」

(
二
八
〇
頁
)
と
と
ら
え

、
「華
嚴

の
教

理

の

一
切
を
逐
…機
頓

の
暉

の
立
場

で
受

け
と
め
た
も

の
」
と

さ
れ
て
、
"華
嚴
輝
"
と
名
づ
け
ら
れ
た

(
二
九
五
頁
)
。
む
し
ろ
、

彼

の
思
想

的
螢
爲

の
積
極
的
意
味
を
見
出
そ
う
と

い
う
方
向

で
の

評
債

で
あ

る
。
筆
者

は
、

こ
の
吉
津
氏

の
指
摘

の
正
當

性
を
踏
ま

え

つ
つ
、
同
じ
事
實

に
關
し

て
、
華
嚴
至
上
主
義

を
模
索

し
て
き

た
流
れ

の
延
長
上

に
お
い
て
は
、
逆
に
危
険
な
も

の
と
み
る
こ
と

も

で
き
る
の
で
は
な

い
か
、
と

い
う
貼
か
ら
論

じ
た
も

の
で
あ
る
。

(
6
)

こ

の
見
方

に

つ
い
て
、
筆
者
は
拙
稿

「
智
撮

と
五
教
到
ー

頓

教

と
三
乗

・
一
乗

の
封
配

の
観
鮎

か
ら
ー

」

『言
語

・
文
化

・

肚
會
』

5

・
學
習
院
大
學
外
國
語
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇

七

で
叙
述

し
た
。

(
7
)

荒
木
見
悟

『佛
教
と
儒

教
』
第

二
章
、
吉
津
宜
英

『華
嚴
輝

の

思
想
史
的
研
究
』
第
五
章
参

照
。

(
8
)

吉
津
宜
英

『華
嚴
輝

の
思
想
史

的
研
究
』

二
七

一
頁

に
こ
の
こ

と

に

つ
い
て
の
指
摘
が
あ
る
。

(
9
)

曹
潤
鏑
氏
は
、
こ
う

し
た
彼

の
姿
勢
を

「華
嚴

の
暉
的
把
握
」

と
呼
稻
さ
れ
た
。
同
氏

「宗
密

の
敏

と
暉

の
關
係
論

に
お
け
る
華

嚴
と
暉
」

『東

ア
ジ

ア
佛

教
研
究
』
創
刊
號
,

二
〇
〇
三
参
照
。

(
10
)

な
お
、
宗
密
は

『圓
貴
経
』

に

『法
界
観
門
』

の
三
観
を
讃
み

込
ん

で
ゆ
く
が
、
そ
こ
で
も

『法
界
観
門
』

の
周
遍
含
容
観

の
十

門

は
引

か
れ
る
も

の
の
、
十
玄

門
は
出

て
こ
な

い
。

『註
華

嚴
法

界
観
門
』

で
も
、
澄
観

の

『法

界
玄
鏡
』
を
踏
ま
え

て
、
第
三
周

遍
含
容
観
を
事
事

無
磯

と
し
、
最
後

に
十
玄
門
が

こ
こ
か
ら
出
る

と

い

っ
て
い
る
が
、
吉
津
宜
英

氏
も

い
わ

れ
る
通
り
、
封
鷹
は
冷

淡

で
あ
る

(
吉
津
氏
前

掲
書

二
七
〇
頁
。
)
ま
た
、

『暉
源
諸
詮
集

都
序
』

で
も
後
掲
資
料

に
も
あ
る
よ
う

に
十
玄
門

へ
の
言
及
は
見

ら
れ

る
が
、
特
段

の
説
明
は
な

い
。

(
11
)

吉
津
宜
英

『華
嚴
暉

の
思
想
史
的

研
究
』
第

二
章
第

一
節
参

照
。

吉
津
氏
は
慧
苑

の
立
場

を

「法
性

一
元
」
と
総
括

さ
れ

る
。
け
だ

し
極
め

て
的
確
な
形
容

で
あ
る
。

(
12
)

澄
観

に
よ
る
慧
苑

の
縁
起
相
由
創
除
批
判

に

つ
い
て
は
、
坂
本

幸
男

『華
嚴
教
學

の
研
究
』

六
七
頁
参
照
。

(
13
)

最
近

の
石
井
公
成
氏

の
研
究

に
よ
れ
ば
、
智
撮

・
法
藏

の
頓
教

は
、
輝
宗

の
活
動

を
意
識

し
た
も

の
で
あ

っ
た
、
と
さ
れ
る
。
石

井
氏

「
輝
宗

に
封

す
る
華
嚴
宗

の
封
磨

日
智
假

・
義
相

の
場
合

」



『韓

國

佛

敏

學

ω
国
ζ
H三
》
国
』

9
、

二
〇

〇

三
、

「
則

天
武

后

「大
乗
入
楊
伽
経
序
」
と
法
藏

『入
榜
伽
心
玄
義
』
ー

暉
宗
と

の
關
係
に
留
意
し
て
ー

」
『駒
澤
大
學
暉
研
究
所
年
報
』
13
・

14
、

一
一〇
〇
一
一参
昭
…。

(
14
)

高
峯
了
州

『華
嚴
思
想
史
』
第
十
八
章

、
鎌

田
茂
雄

『宗
密
教

學

の
思
想
史
的
研
究
』
第
四
章
参

照
。
吉
津
宜
英

氏
は
、
本
畳
眞

性
と

い
う
新
し

い
立
場
を
基
盤
に
輝
も
経

も
宗
も

教
も
融
合

し
た

と

い
う
構
造

に
お

い
て
見
る

べ
き

で
あ

っ
て
、
敏

暉

一
致

な
ど
の

表
現
は
不
充
分
だ
と
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
む
し
ろ
華
嚴
輝
と

い
う

第
三

の
立
場
を
打
ち
出
し
た
も

の
と
見
る

べ
き
だ
と
さ
れ
る
。
吉

津
氏

『華
嚴
暉

の
思
想
史
的
研
究
』
第
五
章
、
第
六
章
蓼

照
。

(
15
)

『原
人
論
』

の
成
立
時
期
は
定
か

で
は
な

い
が
、
鎌
田
茂

雄
氏

は
様

々
な
可
能
性
を
示
し

つ
つ
、
最
終
的
に
は
晩
年

の
作
と
推
定

し

て
お
ら
れ
る
。
鎌
田
氏

『宗
密
教
學

の
思
想

史
的
研
究
』

=

五
頁
参
照
。
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